
コモンモード電流による規制を
提案する理由 
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電流分布が分かると、ベクトルポテンシャルが求まる 

ベクトルポテンシャルが知れると、電磁界が求まる 
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磁界： 電界： 

電力線路に高周波信号電流が流れると、電磁界が発生する。 
 
線路を流れる電流が分かると、電磁界は数学演算を行うことで求める
ことが出来る。 
 
すなわち、電流と電磁界とは直接対応していると言える。 

屋外PLCの漏えい電磁界を知るには、何を知ればいいか 

✓ 線路を流れる電流が分かると、ベクトルポテンシャルが求まる。 
✓ ベクトルポテンシャルは、磁界との関係(ベクトル演算)で直接
定義され、さらに電界に関しても求められる。 

参考 
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電力線からの漏えい電磁界はCM電流が主流 
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実電流 DM電流 

等量逆向きの電流 

CM電流 

同じ向きの電流 
 ⇒ アンテナ電流 

２本の線路を流れ
る電流 

C.R. Paul, Introduction to Electromagnetic Compatibility, Chap. 6 & 8, John Wiley & Sons, 1992. 
虫明康人，アンテナ・電波伝搬，4章，コロナ社，電子通信大学講座 

2本線路を流れる信号電流は、等量逆向きに流れる成分(DM電流)と、同じ向きに
流れる成分(CM電流)とに分解できる。 
それぞれの線を流れるDM電流成分が作る電磁界成分は、逆向きであるためにキャ
ンセルされる。 
CM電流成分が作る電磁界成分は加算される。アンテナ電流もこの成分である。 
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モード変換メカニズム 
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ITU-Tにおいては、平衡回路網に存在する不平衡な部分において発生するモー
ド変換の度合いをLCLで定義している。この定義は、図に示すように平衡回路
網にCM電圧源を印加したときに発生するDM電圧との逆比で定義されている。 

受動回路網の相反(可逆)定理(逆が成立する性質)から、PLCモデムが平衡
度の高い電力線をDM信号電圧源で励振すると、平衡度の崩れる個所でモー
ド変換が発生し、この点のDM電圧が  であると等価CM電圧源  が発
生する。 

DM電圧からCM電圧への変換 

LCL：longitudinal conversion loss 

LCLの定義(ITU-T) 
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DM電圧とCM電流が不変 
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電力線にCM電流が流れていることは、その点で見た等価回路は、T形(あるい
はπ形)回路で表現できる。図の非対称T形回路では、＃1と＃2はそれぞれの

線路に対応しており、その時のモードインピーダンスは 

と定義される。このことは図の実電圧と実電流か
らモード電圧とモード電流へ変換したときの関係
式が次式で与えられる時である。 
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この関係が成立するためには、次の関係式が成立する。 

21 VVVdm −=

21 IIIcm +=

これは、DM電圧とCM電

流だけが、回路網の非対
称性と無関係に、すなわ
ち平衡が崩れた時にも独
立であるという性質！ 
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